














　清沢満之は 1883 年（明治 16 年）9 月に東京大学文学部哲学科に入学し、













翻訳」『大谷大学真宗総合研究所研究紀要』第 37 号、2020 年、1-45 頁。
Y7西尾.indd   53 2021/03/19   9:36:04










行なった。高嶺三吉は清沢満之の同期生で 1887 年（明治 20 年）7 月 6 日に卒
業を目前に病没したが、東大時代の彼の受講ノートが『高嶺遺稿』全 7 冊（二千
数百頁）として金沢大学附属図書館に所蔵されている。今回照合に用いたのは
そのうちの第 4 冊（縦 22㎝×横 17.2㎝のマーブル紙表紙の西洋ノート）で、表
紙には Philosophy (By Nox). / History of Ancient Philosophy (By Dr.Busse) と
書かれた紙が貼られている。第 4 冊の内容は以下の通りである。
   　 Philosophy lectured by Nox, vol. Ⅰ 28. Sep. 86.
    　Philosophy by Pro. Nox, vol. Ⅱ  8./ Oct. 86.
    　Philosophy Ⅴ vol. 
    　Philosophy. Ⅵ .
    　Philosophy. Ⅶ　5. December
    　History of Ancient Philosophy.
  History of Philosophy. vol. Ⅰ . by. Busse. 2. Feb.
       History of Philosophy vol. Ⅱ 20. March / 86
       History of Philosophy vol. Ⅲ 20. April. / 86.
















大学で博士号を取得して間もない 1887 年（明治 20 年）1 月に来日し、1892 年

















　着任時ブッセは 24 歳の青年であった。当時は三学期制（9-12 月、1-3 月、4-7 月）
であったから、1 月着任のブッセの講義は学年途中の第二学期から始まる。そ
の一つがこの「古代哲学史」である。ブッセ自身はその内容を申報（実施した



























3 　西尾浩二（2012）前掲論文を参照。ブッセの申報全文は 94-102 頁、ブッセの他の講
義については 80-84 頁を参照（なお 80 頁の記述に誤りがある。2 点訂正したい。誤：「来
日したとき、ブッセは 25 歳」→正：「来日したとき、ブッセは 24 歳」。誤：「約 5 年間
の在職期間」→正：「約 6 年間の在職期間」）。




























5 　赤木昭夫『漱石のこころ――その哲学と文学』、岩波新書、2016 年、49 頁。
6 　赤木昭夫「謎のブッセ博士講義録――漱石の哲学遍歴　その二」『図書』第 778 号、
岩波書店、2013 年、30-34 頁。
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